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施策

（平成22年度市政世論調査結果）

はむら男女共同参画推進プラン施策評価シート　（平成23年度評価）

（１）女性の就職と再就職に対する支援

（１）女性の就職と再就職に対する支援
（２）女性の起業家や自営業者に対する支援

男女共同参画社会を形成するため
に力を入れていくべきこと

基本課題Ⅳ　働く環境の整備と改善・充実

施策の方向１　再就職等に向けた支援

◆実施した主な事務事業

①情報の収集と提供 ②技術習得のための学習機会の提供

所管及び関連
課

産業活性化推進室、企画
課、生涯学習センターゆと
ろぎ

　男女共同参画社会を形成するために力を入れ
ていくべきことの中には、順位の高いものから3番
目として、「女性の能力開発の機会や、女性の活
動を支援するネットワークを充実する」（20.0％）
が挙げられている。
　この項目を、性別で見ると、男性21.0％、女性
19.9％の割合となっている。
　さらに、性別・年代別に見ると、男性の中では、
40代・50代・60代の順で割合が高く、女性では40
代・60代・30代の順に割合が高くなっている。

（２）女性の起業家や自営業者に対する支援

（１）女性の就職と再就職に対する支援
①情報の収集と提供（産業活性化推進室・企画課）・・・
（ア）ハローワークの地域求人情報や東京しごとセンターの女性再就職サポート事業等のリーフレットを産業福祉センターに設置
し、情報提供に努めた。
（イ）その他東京都等の関係機関からのリーフレット等の情報提供に努めた。
（ウ）臨時的任用職員の雇用として、雇用情勢の急激な悪化に伴い、離職を余儀なくされた市民を採用し、次の雇用が決まるま
での間、つなぎの就労機会を創出した。
雇用人数14人（事務6人・土木8人）
（エ）ハローワーク青梅と共同により職業相談窓口を設置し、就職を希望する全ての方を対象にして、様々な仕事に関する相談
に対応した。
実施回数23回、相談者数延べ146人（男性75人・女性58人・不明13人）
②技術習得のための学習機会の提供（産業活性化推進室・企画課・生涯学習センターゆとろぎ）
（ア）女性のための再就職支援セミナーでは、カリキュラムにパソコン技能の習得を目的とした実習や就職活動をする際の応募
書類の書き方、面接の受け方など再就職活動に必要となるノウハウの講義を設定し、4日間コースで8人が受講した。
（イ）羽村市及び近隣において求人予定のある企業の人事担当者と直接面接ができる就職面接会と、専門員による各種就職相
談会、就職支援セミナー等を開催した。
・就職フェアin羽村（就職面接会、就職相談・生活相談会、就職支援セミナーを実施）
・若年者就職面接会in羽村（就職面接会、就職相談・生活相談会、就職支援セミナーを実施）

①情報の収集と提供の充実 ②相談体制の充実

◆取り組みの結果

（２）女性の起業家や自営業者に対する支援
①情報の収集と提供の充実（産業課活性化推進室）
産業支援機関が実施する起業家向けセミナー等について、産業福祉センターにパンフレットを設置し、情報提供に努めた。
②相談体制の充実（産業活性化推進室）
商工会の経営指導員、羽村市の企業活動支援員が、常時、相談に対応するなど、商工会と羽村市が連携した相談体制を構築
した。

n=(541)  

保育の施設やサービス、高齢者介護や
治療の施設・サービスを充実する

女性を政策決定の場に積極的に登用する

女性の能力開発の機会や、女性の活動を
支援するネットワークを充実する

学校教育や生涯教育の場で男女平等や相互
理解・協力についての学習を充実する

職場における男女の均等な待遇等について
周知徹底する

女性の生き方に関する情報提供や交流の場、
相談の機能を充実する

各種団体の女性リーダーを養成する

広報紙やパンフレットなどで男女平等や
相互理解・協力についてＰＲする

その他

特にない

わからない

無回答
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◆今後の方向性

◆男女共同参画推進会議　評価・提言

我が国における生産年齢人口の減少が懸念されていることを踏まえると、今後ますます女性の労働力が求められていく状況に
ある。
羽村市において、女性の起業への支援及び再就職への支援を行う際には、就職につなげていく部分を強化する必要があり、学
んで終わりではなく、学びから仕事や地域活動などにも活かしていくことができるような事業展開に発展させていくことが必要で
ある。
そのため、キャリアアップやステップアップしていくための講座を行う際には、具体的な支援や方法も案内し、実際の起業や就業
へつなげていくことができるようにするとともに、コミュニティビジネスの推進にも取り組んでいくことが望ましい。

今後の方向性

　市政世論調査における男女共同参画社会を形成するために力を入れていくべきことの項目についての結果を見ても、「女性
の能力開発の機会や、女性の活動を支援するネットワークを充実すること」を求める方の割合が高くなっている。年代では、男
性・女性ともに40代の方からの意見が多く、子育てに一段落した方の再就職や能力開発、起業している方への活動支援を求め
る声が高い。
　そこで、羽村市男女共同参画基本計画においては、働く環境の整備と改善・充実として、女性のチャレンジ支援を施策として掲
げており、女性の再就職支援として、再就職に必要な情報の提供や相談機関の紹介、再就職支援セミナー等を開催していく。
　また、女性起業家に対する支援として、起業を目指す女性に対して、起業に関するノウハウなどの提供や、相談機会の提供、
起業後の経営についての助言やマッチング支援などを関係機関と連携して展開していく。
　

推進会議評価

女性の再就職支援セミナーをはじめ、ハローワーク青梅などと連携した求人情報の提供、就職サポート事業等の情報提供、起
業を目指す方を対象とするセミナーなどの情報提供などに取り組んでいるが、実際の起業や就業への結び付きが把握できてい
ない状況にある。

推進会議提言

（２）女性の起業家や自営業者に対する支援
①情報の収集と提供の充実（産業活性化推進室）・・・
今後も起業家や自営業者に対する支援として、セミナーなどの情報提供に努めていく。
②相談体制の充実（産業活性化推進室）・・・
相談窓口としてのPRを強化するとともに、継続して取り組んでいく。

（１）女性の就職と再就職に対する支援
①情報の収集と提供（産業活性化推進室・企画課）・・・
今後も関係機関のリーフレット等を活用するほか、キャリアアップセミナーの開催情報や多種多様な再就職情報を提供していく。
②技術習得のための学習機会の提供（産業活性化推進室・企画課・生涯学習センターゆとろぎ）・・・
受講希望者のニーズを把握し、より効果的な講習会を引き続き実施していくとともに、女性の就職と再就職に対する支援となる
ような講座を実施していく。

◆今後の課題・改善点


